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本号は2019年の新年特別号です。

来年の世界経済は波乱が予想さ
れます。米国、中国の景気後退を
ASEAN諸国が補う形になると予想

します。なかでも牽引役はやはり
フィリピンになるでしょう。
2019年のフィリピン株式市場を占っ

てみます。先進国市場の急落から
年末にかけて、総合指数ももたつ
いて終了しました。年末の世界同
時株安は先進国の割高修正の動
きと見られます。そのため19年の

前半は戻り売り基調となる可能性
が高く、右のICHIMOKUの転換線

（赤）が上値になりそうです。一方で
下値は先行スパン2（青破線）がメ

ドで、この間での逆張りが基本戦
略となるでしょう。

謹賀新年 2019年の株式市場を占う



新春 お年玉銘柄 Cebu Air, Inc.（CEB)
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【銘柄概要】日本でいえば国内線専用からスタートした全日空のような会社。アイデアを駆使し、ナショナル
フラッグだったフィリピン航空を猛追中。格付けは2☆で市場評価は不足気味。

【注目材料】国策としてセブ島の大規模開発が進展中。当然、これによりセブの利用客が急増する見込みで、
それにつれ同社の業績もうなぎのぼりとなる見通し。
【投資戦略】ここしばらくは73ペソ前後でのもみ合い相場だが、業績の先行き期待から大幅な上昇相場が見
込める。現在の株価水準は絶好の仕込み場で、75ペソ以下を少しずつ拾っておきたい。



問答無用！直球勝負銘柄 テクニカルで強気妙味の銘柄
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HOUSEは先週に引き続きのノミネート

今回は相場全体の弱い展開もあり、本コーナーに抽出されたのはHOUSEのみ。この銘柄は先
週もピックアップされ、上記の日足チャートのように順調な上値追いとなった。

今週は基本は強気ながらも、PVR（妥当株価倍率）が1倍を超えたことから、利食い売りでの
反落に注意したい状況。理想は8ペソ割れ狙い。



最低売買金額一覧（12/28現在）
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